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普代浜の法面工事などの補正予算を審議、可決 ─12月定例会 ２㌻

給食センター工事、沿岸道完成後の観光策など問う ─ ２議員が一般質問 ６㌻

請願・陳情、村民と議会との意見交換会のお知らせ、主な動き ８㌻

特集 ─ 村想う生徒  一人でも…  ふだいの明日を担う中学生議会 10㌻

ほ
ら
見
て 

お
面
で
き
た
よ
�

（
１
月
25
日
、
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
「
親
子
で
の
鬼
の
面
作
り
」）

No.134
平成28年１月30日発行
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一
般
会
計
補
正

１
億
１
千
万
円

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
１
億

１
０
４
７
万
２
千
円
を
増
額
し

合
計
を
33
億
６
５
８
１
万
７
千

円
に
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
で
５
６
２
万
６

千
円
を
増
額
、
簡
易
水
道
特
別

会
計
で
は
普
代
浜
園
地
の
水
道

修
繕
に
70
万
円
を
増
額
。
休
養

施
設
事
業
特
別
会
計
で
は
、
く

ろ
さ
き
荘
の
ベ
ッ
ド
、
ソ
フ
ァ

ー
な
ど
の
購
入
に
２
０
０
万
円

を
増
額
し
ま
し
た
が
、
燃
料
費

な
ど
を
減
額
し
、
合
計
で
84
万

３
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
は
25
万
３

千
円
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

　 

一
般
会
計
補
正

１
億
１
千
万
円

　村議会12月定例会が12月17日に開かれ、結婚支援事業などの
一般会計補正予算と４特別会計の補正予算、計１億1570万円が
可決されたほか、条例の制定・一部改正など11議案が審議され、
原案の通り可決されました。また、陳情は１件を継続審査としま
した。
　村の政策を問う一般質問には２人が登壇。学校給食センター建
設に係る工事状況や、沿岸道全線開通後の観光振興策などの質問
がされ、村の政策を問いただしました。

　

入
会
料
を
助
成

　

結
婚
サ
ポ
ー
ト

　

12
月
定
例
会
の
補
正
で
は
、

総
務
費
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
費
の
「
い
き
い
き
岩
手

結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
『
ｉ

︱

サ
ポ
』
入
会
助
成
金
」
10
万

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
「
ｉ
︱

サ
ポ
」
は
、
結
婚
を

望
む
若
者
に
出
会
い
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
岩
手

で
結
婚
し
子
育
て
を
す
る
と
い

う
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う

に
と
県
、
市
町
村
、
主
要
民
間

団
体
に
よ
る
オ
ー
ル
岩
手
の
体

制
で
設
置
・
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
入
会
登
録
料
１
人
１
万

円
を
、
10
人
分
助
成
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。
村
は
昨
年

11
月
に
は
村
独
自
に
「
釣
り
コ

ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
結
婚
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ

う
に
と
入
会
を
勧
め
ま
す
。

　

独
身
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
入
会

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

担
当
は
総
務
課
・
地
域
創
生
室

で
す
。

　

灯
油
の
購
入
に

　

５
千
円
を
助
成

　

民
生
費
の
「
福
祉
灯
油
購
入

助
成
金
」
で
は
１
１
５
万
円
を

新
規
補
正
。
対
象
は
昨
年
と
同

様
に
非
課
税
世
帯
で
、
65
歳
以

上
の
世
帯
か
、
障
が
い
を
持
つ

人
が
い
る
世
帯
、
１
人
親
世
帯

な
ど
約
２
３
０
世
帯
。
１
世
帯

に
対
し
５
千
円
を
助
成
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

黒
崎
地
区
な
ど

　

村
道
舗
装
工
事

　

土
木
費
で
は
「
村
道
補
修
工

事
」
に
５
０
０
万
円
の
増
額
が

決
ま
り
ま
し
た
。
主
な
工
事
場

所
は
、
黒
崎
地
区
の
村
営
住
宅

脇
の
村
道
の
舗
装
修
繕
な
ど
で

す
。

　

ま
た
「
村
道
普
代
駅
前
１
号

線
道
路
改
良
調
査
業
務
委
託

料
」
と
し
て
２
５
０
万
円
が
予

算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
費
補
助
金
１
０
３
万
３
千

円
と
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
60
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

運
動
公
園
入
口

　

案
内
板
を
設
置

　

教
育
費
で
は
、
北
緯
40
度
運

動
公
園
の
入
口
が
分
か
り
に
く

い
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
、「
北

緯
40
度
運
動
公
園
運
動
場
案
内

看
板
設
置
工
事
」
に
１
０
０
万

円
を
計
上
し
、
同
運
動
場
の
入

口
付
近
（
国
道
45
号
沿
い
）
に

案
内
板
を
設
置
す
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
施
設
の
備

品
購
入
費
７
７
０
万
７
千
円
を

減
額
し
、
一
方
で
食
器
な
ど
の

購
入
に
２
５
０
万
円
増
額
。
同

工
事
費
は
１
９
３
５
万
４
千
円

増
額
し
ま
し
た
。

こんなことも、決まりました

　小中一貫校建設のための積立金。

　観光バスなどの駐車場を新たに設けるもの。

　業務委託料や機械借上料などの除雪費用。

　同施設の消耗費や備品を精査した結果、消耗品費 250 万
円を増とし、備品購入費を 770 万円を減とするもの。また、
繰越工事となったことから工事費を 1935 万円増額するもの。

　昨年の台風 23 号で被害を受けた、白井漁港と沢漁港の消
波ブロックの積み直し工事分。

　同園地北側部分の盛り土の法面工事。

※千円未満は切り上げ

 ■除雪関連事業 822 万円

 ■教育施設整備基金積立金（新規） 2000 万円

 ■萩牛地区地域特産品生産施設駐車場工事 100 万円

 ■学校給食施設整備工事関連 1415 万円

 ■漁港施設機能復旧工事（新規） 420 万円

 ■普代浜園地盛土法面工事 800 万円

　　　　　普代浜の法面工事など
補正額１億1570万円を可決

12月定例会

幸せを呼ぶ「カリヨンの鐘」

（黒崎園地）

写真はいきいき岩手結婚サポートセンター・通
称「ｉ−サポ」のパンフレット。県内に住んで
いる人、または居住できる20歳以上の独身の
人であれば入会できます

主
な
内
容

一般会計補正予算など11議案を可決した12月定例会

■ 12月定例会 ― 補正予算
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補正予算・条例を
慎重に審議、議決

サケ供養塔が設置され整備が進む普代浜園地

　議会は、村の財政と政策、事業、条例などの諸事

項を質疑、質問などを通して最終的な意思決定をし

ています。12月定例会では予算に関する一般会計補

正予算と４特別会計補正予算を合わせた５議案を、

慎重に審議し可決しました。その主な質疑は次の通

りです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

普
代
浜
法
面
工
事
の
内
容
を

森
田
議
員

問　

普
代
港
線
排
水
対
策
工
事

２
０
０
万
円
と
、
普
代
浜
園
地

盛
土
法
面
工
事
８
０
０
万
円
が

増
え
た
が
、
場
所
と
範
囲
は
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答　

普
代
浜
の
排
水
工
事
は
水

門
か
ら
中
（
小
学
校
側
）
の
分

の
右
側
に
弁
が
あ
る
部
分
を
川

の
方
に
排
水
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

普
代
浜
園
地
の
盛
り
土
に
つ

い
て
は
当
初
、
商
工
観
光
費
で

６
２
０
万
円
程
み
て
い
た
が
精

査
し
た
結
果
１
８
０
万
円
程
不

足
に
な
り
今
回
８
０
０
万
円

（
災
害
復
旧
費
に
）
計
上
し
た

も
の
で
あ
る
。

堀
内
住
宅
の
法
面
工
事
は

金
子
議
員

問　

住
宅
管
理
費
の
工
事
請
負

費
・
堀
内
村
営
住
宅
法
面
保
護

工
事
の
中
身
は
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答　

場
所
は
旧
堀
内
小
学
校（
堀

内
公
民
館
付
近
）
の
と
こ
ろ
で

民
有
地
と
の
境
に
一
部
公
民
館

側
の
方
に
擁
壁
が
あ
り
、
そ
こ

に
法
面
保
護
工
を
25
㍍
程
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。

人
事
評
価
研
修
の
概
要
を

中
上
議
員

問　

人
事
評
価
研
修
業
務
を
誰

が
受
け
、
ど
う
い
う
立
場
の
人

が
や
る
も
の
か
伺
う
。

柾
屋
村
長

答　

人
事
評
価
は
今
ま
で
客
観

的
な
部
分
で
し
か
や
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、
明
確
な
制
度
化
を

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
基
準
な

ど
を
定
め
て
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
く
。

　

研
修
業
務
は
全
職
員
の
周
知

徹
底
の
た
め
に
受
け
る
と
い
う

形
に
な
る
と
思
う
。
し
っ
か
り

制
度
を
理
解
し
た
上
で
最
終
的

に
は
村
民
の
皆
様
へ
の
公
僕
と

し
て
の
務
め
が
さ
ら
に
高
ま
る

よ
う
な
方
向
に
す
る
の
が
大
事

で
あ
る
。

　

評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
よ
う
に
な
る
と

思
う
の
で
、
今
後
の
研
修
で
学

ん
で
い
け
れ
ば
と
思
う
。

旧
普
代
分
署
の
解
体
中
身
は

金
子
議
員

問　

消
防
施
設
費
の
旧
普
代
分

署
庁
舎
の
解
体
費
86
万
円
増
の

中
身
は
。

川
向
総
務
課
長

答　

概
算
設
計
で
予
算
を
取
っ

て
い
た
が
詳
細
設
計
を
委
託
し

た
と
こ
ろ
、
分
署
の
屋
根
裏
の

部
分
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
工

事
分
と
し
て
増
額
に
な
っ
た
。

ダ
ム
発
電
の
売
電
益
は

大
上
議
員

問　

普
代
ダ
ム
小
水
力
発
電
の

売
電
益
の
使
用
配
分
で
、
費
用

負
担
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

　

ま
た
、
基
金
を
機
械
の
更
新

代
に
使
う
よ
う
な
説
明
で
あ
る

が
機
械
の
更
新
に
使
う
基
金
で

あ
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
は
な

い
か
。

太
田
副
村
長

答　

年
間
３
０
０
万
円
の
売
り

上
げ
見
込
み
、
年
間
経
費
２
３

６
万
９
千
円
で
引
当
金
も
入

る
。
差
し
引
き
66
万
円
の
黒
字

見
込
み
と
な
る
。
当
初
経
費
は

安
く
済
む
と
考
え
１
０
０
万
円

を
毎
年
積
み
立
て
て
20
年
間
で

１
８
０
０
万
円
余
り
を
基
金
に

積
み
立
て
る
目
標
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
利
益
は
小
水
力
発
電

に
か
か
る
経
費
、ダ
ム
の
経
費
、

基
金
の
３
つ
に
使
う
。

　

一
般
会
計
で
農
地
開
発
事
業

ダ
ム
管
理
費
を
毎
年
６
０
０
万

円
か
ら
７
０
０
万
円
以
上
計
上

し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
売
電

益
の
一
部
を
充
て
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

ダ
ム
発
電
基
金
の
管
理
は

坂
下
議
員

問　

ダ
ム
発
電
基
金
に
つ
い
て
、

利
益
分
を
金
融
機
関
へ
の
預
金
、

有
利
な
方
法
、
あ
る
い
は
有
価

証
券
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
管
理

す
る
の
か
。

太
田
副
村
長

答　

通
常
役
場
で
の
基
金
の
管

理
は
銀
行
、
各
種
金
融
機
関
な

ど
へ
の
定
期
預
金
だ
け
で
の
管

理
と
な
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
手
続
き
は

正
路
議
員

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
１
月
１

日
に
施
行
さ
れ
る
が
、
手
続
き

を
ま
だ
し
て
い
な
い
方
は
今
後

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
説
明
を
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

答　

通
知
カ
ー
ド
で
番
号
が
割

り
振
ら
れ
今
後
、
年
金
、
後
期

高
齢
の
手
続
き
な
ど
に
必
要
に

な
る
。
手
続
を
す
れ
ば
カ
ー
ド

は
作
れ
る
。
通
知
カ
ー
ド
と
番

号
カ
ー
ド
は
利
用
が
違
う
も
の

で
あ
る
。

村
税
免
除
の
内
容
説
明
を

野
場
議
員

問　

村
税
条
例
の
一
部
改
正
は
、

本
税
を
免
除
す
る
も
の
で
な
く
、

本
税
は
減
免
、
延
滞
金
は
免
除

す
る
と
い
う
も
の
か
。

太
田
副
村
長

答　

本
税
を
免
除
す
る
も
の
で

な
く
徴
収
を
最
大
２
年
間
猶
予

し
、
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
に

よ
り
免
除
に
な
る
も
の
と
軽
減

に
な
る
も
の
が
あ
る
。

可
決
し
た
条
例

消
防
団
員
の

費
用
弁
償
を
増
額

　

▽
普
代
村
消
防
団
の
定
員
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
ま
で
消
防
団
員
が
水
火

災
、
災
害
な
ど
に
出
動
し
た
場

合
、
１
回
に
つ
き
費
用
弁
償
は

２
５
０
０
円
で
し
た
が
、
改
正

後
は
、
村
が
津
波
警
報
な
ど
で

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
場

合
に
つ
き
、
団
員
が
そ
の
災
害

に
対
処
し
た
場
合
の
費
用
弁
償

を
、
超
過
し
た
６
時
間
ご
と
に

出
動
回
数
１
回
分
（
２
５
０
０

円
）
を
加
え
た
額
と
決
ま
り
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
堀
内
村
営
住
宅

が
１
棟
完
成
す
る
こ
と
に
よ
る

村
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
、

普
代
ダ
ム
小
水
力
発
電
所
が
完

成
す
る
こ
と
に
よ
る
設
置
及
び

管
理
、
ま
た
売
電
収
入
の
管
理

の
た
め
同
事
業
基
金
の
設
置
条

例
も
制
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
村
税
条
例
の
一
部
改

正
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
な
ど

に
関
す
る
行
政
手
続
き
条
例
な

ど
を
制
定
す
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。

次ページは

「一般質問」

質問者は２人

【１番目】坂下  重雄 議員
◦学校給食センターの基礎工事

などについて

【２番目】中上  一登 議員
◦三陸沿岸道路全線開通後の観

光振興策について

　一般質問とは、議員が執行機関

である村長などに対し、事務事業

の状況や将来の方針などについ

て、問い正したりすることをいい

ます。村は「一問一答方式」で行っ

ていますので、１人 60 分の制限

時間内で質疑を繰り返します。

村の課題を

熱く深く議論！ 主
な
質
疑

■ 12月定例会 ― 審議
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「一般  質問」

給食センター順調か観光面への展望は

適切に進めている
―　三船  教育長

沿岸道を生かし切る
―　柾屋  村長

坂
下
議
員

　

工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
給
食

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ

ン
グ
地
質
調
査
は
整
地
、入
札
、

工
事
着
手
の
ど
の
段
階
で
行
わ

れ
た
の
か
。

　

ま
た
、
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
基
礎
工

法
は
ど
の
よ
う
な
工

法
か
伺
う
。

三
船
教
育
長

　

給
食
セ
ン
タ
ー
工

事
に
関
し
て
の
（
ボ

ー
リ
ン
グ
）
地
質
調

査
は
、
整
地
前
に
２

カ
所
で
行
っ
た
。

　

結
果
は
地
盤
か
ら

19
㍍
、
設
計
建
物
の

基
礎
の
底
か
ら
は
深

さ
13
㍍
の
と
こ
ろ
で

支
持
層
に
達
し
て
い

る
。

　

こ
の
結
果
を
受
け

て
、
建
物
規
模
、
構

造
と
を
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
杭
基
礎
で
な
け
れ
ば
支

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

旨
の
判
断
を
い
た
だ
き
、
支
持

層
へ
の
埋
め
込
み
分
を
含
め
、

杭
の
長
さ
を
14
㍍
と
し
た
。

　

今
回
採
用
し
た
杭
の
工
法
は

オ
ー
ガ
ー
併
用
先
端
根
固
め
工

法
と
い
い
、
支
持
基
盤
ま
で

オ
ー
ガ
ー
で
穴
を
掘
り
、
そ
の

穴
に
既
成
杭
を
挿
入
し
て
先
端

に
セ
メ
ン
ト
を
注
入
し
て
支
持

基
盤
に
固
定
さ
せ
る
工
法
を

取
っ
て
い
る
。

　

杭
工
法
の
種
類
は
複
数
あ
る

が
、
工
事
費
、
周
囲
に
対
す
る

騒
音
、
振
動
の
影
響
等
を
考
慮

し
た
結
果
、
今
回
の
工
法
で
の

作
業
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
杭
の
打
ち
込
み
工
事

は
11
月
で
終
了
し
て
い
る
。

坂
下
議
員

　

積
雪
量
な
ど
に
よ
る
工

事
の
増
額
も
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
普
代
地
区
と

鳥
居
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
積

雪
想
定
量
は
ど
の
く
ら
い

な
の
か
。
ま
た
、
積
雪
荷

重
量
に
よ
る
強
度
対
策
に

は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
の
か
説
明
を
。

教
育
長

　

敷
地
変
更
前
の
普
代
と

変
更
後
の
鳥
居
と
で
は
標

高
の
違
い
か
ら
構
造
設
計

に
採
用
す
る
積
雪
量
に
か

な
り
の
差
が
あ
る
。
建
築

基
準
法
で
定
め
た
計
算
式

で
は
普
代
の
積
雪
量
が
95

㌢
、
鳥
居
で
は
１
３
０
㌢

と
な
っ
て
い
る
。

　

１
０
０
㌢
以
上
の
敷
地
は
多

雪
地
域
と
な
り
、
そ
の
対
策
に

は
柱
・
梁
、
屋
根
な
ど
荷
重
に

耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
強
度
を
持

た
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
鉄

骨
造
り
で
あ
る
の
で
、
鉄
骨
の

各
部
材
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
す

る
必
要
が
あ
り
、
鉄
骨
総
重
量

で
10
・
６
㌧
増
加
と
し
建
物
の

強
度
対
策
と
し
て
い
る
。

坂
下
議
員

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
厨
房
機
器

の
備
品
購
入
費
７
６
０
０
万
円

に
つ
い
て
、
こ
れ
に
は
設
置
取

付
費
が
含
ま
れ
る
と
思
う
が
、

そ
の
設
置
取
付
費
と
機
器
購
入

費
の
割
合
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　

厨
房
機
器
の
入
札
条
件
と
し

て
は
、
本
体
備
品
に
搬
入
据
え

付
け
費
、
荷
具
送
料
、
試
運
転

調
整
費
、
共
通
仮
設
費
、
現
場

管
理
費
な
ど
を
含
む
価
格
を
設

定
し
、
９
月
25
日
の
入
札
執
行

を
経
て
７
６
２
０
万
８
０
４
０

円
で
契
約
締
結
し
、
９
月
30
日

付
で
議
会
の
議
決
を
得
た
。

　

設
置
取
付
費
と
機
器
購
入
費

の
割
合
に
つ
い
て
は
設
置
取
り

付
け
費
と
共
通
仮
設
費
、
現
場

管
理
費
な
ど
の
諸
経
費
を
合
わ

せ
て
全
体
の
金
額
の
10
・
２
％

と
な
っ
て
い
る
。

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

中
上
議
員

　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
や
っ
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
久
慈
地
域
４
市
町
村

の
首
長
で
構
成
す
る
研
究
会
で

大
規
模
な
「
道
の
駅
」
建
設
が

検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
そ
の
詳
細
を
伺
う
。

村
長

　

普
代
村
だ
け
で
直
接
お
客
さ

ん
を
呼
び
込
む
の
は
、
大
変
難

儀
で
あ
る
。
三
陸
沿
岸
、
岩
手

県
、
東
北
と
い
っ
た
形
で
、
総

力
を
上
げ
広
い
エ
リ
ア
で
呼
び

込
み
、
村
に
も
立
ち
寄
っ
て
い

中
上
議
員

　

約
４
年
後
に
は
八
戸
・
仙
台

間
の
沿
岸
道
が
ほ
ぼ
つ
な
が
り
、

人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
。

　

村
に
有
益
と
な
る
た
め
の
観

光
面
へ
の
展
望
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

復
興
道
路
は
概
ね
５
年
後
に

は
全
線
供
用
と
な
る
。
通
勤
エ

リ
ア
が
拡
大
す
る
の
で
若
年
層

の
定
住
に
つ
な
げ
る
宅
地
の
確

保
、
子
育
て
支
援
な
ど
で
人
口

流
出
へ
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

観
光
振
興
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
多
岐
に
わ
た
り
、
時
間
も
か

か
る
。
行
政
だ
け
で
は
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
分
野

で
あ
る
。
希
望
と
し
て
は
、
駅

周
辺
に
「
道
の
駅
」
か
「
産
直
施

設
」
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
、
三
鉄
を
降
り
た
人
た
ち

で
賑
わ
う
よ
う
に
し
た
い
。

　

く
ろ
さ
き
荘
の
別
館
も
改
修

し
、
体
験
型
の
特
産
品
加
工
施

設
や
高
齢
者
福
祉
住
宅
に
も
活

用
さ
れ
れ
ば
、
集
客
力
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ

が
村
民
の
皆
様
と
共
有
さ
れ
、

官
民
協
働
が
浸
透
し
前
進
し
て

た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　

久
慈
地
域
４
市
町
村
で
の
取

り
組
み
は
、
調
査
、
勉
強
を
し

て
い
る
段
階
で
、
村
に
対
す
る

効
果
、
久
慈
地
域
全
体
の
波
及

効
果
な
ど
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い

な
い
。

　

大
規
模
な
道
の
駅
が
出
来
て

も
、
各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
に
特

徴
あ
る
も
の
を
作
っ
て
、
全
体

で
集
客
力
を
高
め
る
も
の
で
あ

る
と
思
う
。

中
上
議
員

　

（
最
初
の
お
答
え
で
）「
住
宅

や
宅
地
の
確
保
を
進
め
る
」
と

言
っ
て
い
る
が
、
具
体
策
を
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

村
長

　

若
い
方
々
の
住
宅
の
た
め
に

も
用
地
の
確
保
に
大
変
苦
慮
し

て
い
る
。
宅
地
と
し
て
具
体
的

に
は
、
普
代
の
街
並
み
の
国
道

沿
い
は
危
険
崖
地
が
続
い
て
い

る
の
で
、
そ
こ
を
削
り
普
代
側

に
入
れ
ば
宅
地
と
な
り
危
険
が

な
く
な
る
。

　

あ
と
は
、
普
代
北
Ｉ
Ｃ
付
近

に
村
の
宅
地
が
あ
る
。
そ
こ
に

優
遇
策
な
ど
で
若
者
の
移
住
を

募
り
、
さ
ら
に
団
地
に
す
る
な

ど
計
画
に
上
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
旧
堀
内
小
学
校
の
校
庭
も

考
え
て
い
る
。

中
上
議
員

　

村
の
観
光
対
策
で
、「
青
の

国
ふ
だ
い
フ
ァ
ン
会
員
登
録
制

度
」
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

募
集
し
て
い
る
。
訴
求
力
と
し

て
魅
力
を
感
じ
な
い
。
ど
れ
く

ら
い
応
募
が
あ
る
か
伺
う
。

村
長

　

現
在
３
名
の
登
録
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
普
代
に
旅
行
を
し

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
な
波
及

効
果
を
期
待
し
、
改
革
を
進
め

て
い
く
。

沿岸道の普代インターを生かした観光振興が望まれます

坂
さ か し た

下  重
し げ

雄
お

 議員中
な か

上
が み

　一
か ず

登
と

 議員

鉄骨工事が行われている給食センター（１月22日）
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平
成
27
年
度

東
部
町
村
議
会

議
長
会
の
議
員

研
修
会
が
12
月

22
日
岩
泉
町
役

場
で
開
か
れ
、
岩
手
県
立
大
学

の
齋
藤
俊
明
副
学
長
が
「
人
口

減
少
時
代
に
お
け
る
地
方
議
会

の
在
り
方
と
議
会
改
革
」
と
題

し
、
講
演
し
ま
し
た
。

　

岩
泉
町
、
普
代
村
、
田
野
畑
村
、

大
槌
町
、
山
田
町
の
議
会
議
員

ら
53
人
が
参
加
。
講
師
の
齋
藤

副
学
長
は
資
料
を
使
い
、
議
会

改
革
の
取
り
組
み
状
況
や
住
民

と
の
対
話
の
場
の
設
定
な
ど
、

県
内
の
議
会
改
革
の
現
状
を
解

説
し
ま
し
た
。

　

ま
た
特
色
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
活
用
や
住

民
参
加
型
の
議
会
と
し
て
「
議

会
モ
ニ
タ
ー
」や「
議
会
サ
ポ
ー

タ
ー
」
制
度
の
設
置
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
事
例
も
紹
介
し
ま

し
た
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
へ
の
医
療
費
助
成

▼
陳
情
人
…
Ｂ
型
肝
炎
被
害
者

対
策
東
北
弁
護
団
団
長　

鹿
又

喜
治
（
宮
城
県
仙
台
市
）

▼
陳
情
の
内
容
…
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
は
、
現
在
、
肝
炎
治
療
特
別

促
進
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
対
象
と
な
る
医
療
が

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

減
少
を
目
的
と
し
た
治
療
に
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
費
助

成
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
患

者
が
相
当
数
に
上
る
。
特
に
、

肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
は
高
額

の
医
療
費
を
負
担
せ
ざ
る
を
得

な
い
だ
け
で
な
く
、
就
労
不
能

の
方
も
多
く
、
生
活
に
困
難
を

期
し
て
い
る
。

　

肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
は
、

毎
日
１
２
０
人
以
上
の
方
が
亡

く
な
っ
て
お
り
、
医
療
費
助
成

を
含
む
生
活
支
援
の
実
現
は
、

一
刻
の
猶
予
も
な
い
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
①
ウ
イ
ル
ス
肝

硬
変
・
肝
が
ん
に
係
る
医
療
費

助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

②
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝

機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者

手
帳
の
認
定
基
準
を
緩
和
し
、

患
者
の
実
態
に
応
じ
た
認
定
制

度
に
す
る
こ
と
︱
の
２
点
を
国

等
に
要
望
す
る
も
の
。

県内の議会改革の状況を解説する齋藤副学長

皆
さ
ん
か
ら
の

陳
情
１
件
を
継
続
審
査

請
願
・
陳
情

　

12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
１
件
で
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
（
坂
下
重
雄
委
員
長
）
で
審
査
し

た
結
果
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

11月 ▶１日・矢巾町秋まつり（矢巾町）▶５
〜６日・岩手県沿岸知的障害児施設組合議員研修
（雫石町・秋田県横手市）▶８日・村学校給食セ
ンター建設工事安全祈願祭（鳥居）▶９日・議会
広報常任委員会（役場）▶10 日・第３回政務調
査会、東部町村議会役員会（東京都）▶11日・
第 59回町村議会議長全国大会（同）▶12 〜 13
日・東部町村議会議長会先進地視察（高知県・徳
島県）▶13 日・国道 45 号白井地区道路工事安
全祈願祭（白井）▶16 日・地球村ふだいの明日
を担う中学生議会（役場）▶25 〜 26 日・町村
議会広報担当者研修会（花巻市）▶27 日・久慈
地区市町村議会連絡協議会議員研修会（洋野町）

12月 ▶２日・第２回産業経済常任委員会村内
視察（村内）▶５日・はまゆり子ども園生活発表
会（はまゆり子ども園）▶14 日・第 53 回知事
を囲む懇談会（盛岡市）▶15 日・議会運営委員
会（役場）▶17 日・普代村議会第９回定例会（役
場）▶22 日・東部町村議会議長会議員研修会及
び交流会（岩泉町）

１月 ▶４日・普代村漁業協同組合魚市場初売
り式（太田名部漁港）、同漁協新年会（同漁協）
▶５日・議会広報常任委員会（役場）、村成人式
（管理センター）、村新年交賀会（くろさき荘＝下
写真）

　※そのほか、岩手県町村議会議長会主催の研修
会、岩手県沿岸知的障害児施設組合例月現金出納
検査などに、各議員が出席しています。

　議員が出席した会議や研修会、行事などを報告
します。（11月１日〜１月20日、抜粋）

　

「村民と議会との意見交換会」のお知らせ

普代の将来を語ろう�

　定例会は年４回（３月、６月、９月、12 月）に開
かれます。個人、団体でも傍聴できますので、議会事
務局（電話 35－ 2118）に気軽にお電話ください。
　また、役場１階の村民ホールのテレビでも中継を見
ることができますので、お気軽にお越しください。
　12 月定例会の傍聴者は４人でした。

議会を傍聴しませんか？

東部議長会で研修会

議会改革の現状学ぶ

◆議会の主な動き◆

　下の日程のとおり、村内12カ所で「村
民と議会との意見交換会」を開きます。
多くの皆様の参加をお待ちします。対象
地区外の会場でも参加できますので、都
合をつけてご参加ください。（写真は平
成25年度の意見交換会の模様）

Ａ班（坂下重雄議員、野場義時議員、嵯峨典行議員、大上浩史議員、熊谷有耕副議長）

Ｂ班（金子泰男議員、中上一登議員、正路正敏議員、森田幸一議員、中村裕議長）

開 催 日 時　　間 地 　 区 　 名 会　　　場

２月16日（火）   9：00 ～ 太田名部 太田名部公民館
10：30 ～ 茂　　市 茂市公民館

２月17日（水）

13：00 ～ 萩　　牛 萩牛特産品生産施設
14：15 ～ 沢　　向 沢向コミュニティーセンター
15：30 ～ 堀　　内 堀内漁村センター
17：00 ～ 緑区・上区 高齢者活動施設

開 催 日 時　　間 地 　 区 　 名 会　　　場

２月16日（火）   9：00 ～ 黒　　崎 黒崎公民館
10：30 ～ 鳥　　居 鳥居公民館

２月17日（水）

13：00 ～ 芦　　渡 芦渡多目的集会施設
14：15 ～ 堀 内 机 堀内机構造改善センター
15：30 ～ 白　　井 白井漁業研修施設
17：00 ～ 旭日区・中央区・力持 はまゆり会館
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太
田
議
員

問　

普
代
村
で
は
農
業
、
漁
業

の
後
継
者
が
少
な
く
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組

み
と
し
て
漁
業
で
は
後
継
者
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
て

い
る
と
知
り
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

柾
屋
村
長

答　
（
資
料
に
よ
り
漁
業
者
の

年
齢
構
成
な
ど
を
説
明
。
60
歳

以
上
の
漁
業
者
が
37
・
１
％
と

説
明
後
）
漁
協
組
合
員
は
３
０

９
人
で
、
平
均
年
齢
は
60
歳
と

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
対
策

が
急
が
れ
漁
協
な
ど
関
係
機
関

と
協
力
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
若
い
漁
業
者
の
独

り
立
ち
に
向
け
月
額
９
万
４
千

円
を
最
長
２
年
助
成
し
、
５
名

が
活
用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
収
入
の
向
上
や
就
労
環
境

の
改
善
を
図
る
対
策
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
村
の
漁
業
は

も
と
よ
り
関
連
す
る
全
て
の
産

業
が
活
力
と
元
気
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
不
可
欠
な
取
り

組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

太
田
議
員

問　

現
在
、
小
学
校
で
行
わ
れ

て
い
る
米
作
り
や
、
新
巻
鮭
作

り
、
ワ
カ
メ
の
芯
抜
き
な
ど
体

験
学
習
を
村
内
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
地
域
の
小
中
高
生
へ
と

広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

奥
州
市
で
は
修
学
旅
行
生
を

対
象
に
農
業
体
験
学
習
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
村
で
も
農
業
・

漁
業
体
験
を
企
画
し
後
継
者
を

育
て
る
こ
と
が
村
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

太
田
建
設
水
産
課
長

答　

現
在
、
漁
業
関
係
の
体
験

活
動
に
つ
い
て
は
一
般
の
観
光

客
を
対
象
に
単
発
的
に
行
わ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

体
験
学
習
を
ほ
か
の
地
域
へ

広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も

の
か
、
受
け
入
れ
の
態
勢
づ
く

り
・
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
考

え
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本
議
員

問　

普
代
村
の
人
口
減
少
の
原

因
と
し
て
若
者
が
流
出
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
働

く
場
所
の
不
足
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
お
店
が
少
な
く
、
買
え

る
も
の
が
限
ら
れ
て
い
て
不
便

だ
と
い
う
こ
と
が
流
出
の
理
由

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
若
者
が
働
き
た
い

と
思
え
る
施
設
や
店
が
な
い
の

も
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま

１
体
験
学
習
を
進
め
る
べ
き

太
田
綾あ

や

音ね 

議
員

す
。
そ
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

柾
屋
村
長

答　

村
で
は
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
地
方
版
の

総
合
戦
略
づ
く
り
を
進
め
、
27

年
度
10
月
末
か
ら
今
後
５
年
間

の
取
り
組
み
事
業
を
決
定
し
て

い
ま
す
。

　

内
容
は
若
者
が
や
り
が
い
を

感
じ
る
魅
力
あ
る
仕
事
、
雇
用

の
場
を
創
出
す
る
対
策
と
し
て

既
存
産
業
の
６
次
産
業
化
の
推

進
な
ど
を
行
い
、
５
年
間
で
４

カ
所
の
新
た
な
職
場
と
50
人
の

雇
用
を
創
出
を
す
る
よ
う
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

山
本
議
員

問　

村
に
住
ん
で
い
る
人
の
流

出
を
防
ぐ
に
は
、
若
者
向
け
の

店
舗
や
施
設
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。
例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
夜
間
で
も
営
業
し
て
お

り
、
軽
食
や
本
な
ど
必
要
な
物

が
揃
っ
て
い
る
お
店
を
誘
致
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

最
近
の
若
者
は
、
コ
ン
ビ
ニ

が
あ
る
こ
と
を
住
む
と
き
の
最

低
条
件
に
す
る
場
合
も
多
く
、

中
学
生
か
ら
30
歳
ま
で
の
20
人

近
く
に
調
査
を
し
た
ら
全
員
が

「
コ
ン
ビ
ニ
が
ほ
し
い
」
と
回

答
し
ま
し
た
。

　

若
者
の
流
出
を
防
ぎ
、
さ
ら

に
若
者
が
増
え
る
こ
と
で
商
店

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

道
下
地
域
創
生
室
長

答　

コ
ン
ビ
ニ
誘
致
は
、
現
在

数
社
か
ら
申
し
出
が
あ
り
顧
客

数
、
売
上
、
経
営
見
通
し
、
ま

た
他
店
へ
の
影
響
な
ど
の
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
調
査
結
果
や
住
民
ニ

ー
ズ
、
商
工
関
係
者
の
方
々
か

ら
も
十
分
、
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
経
営
意
欲
の
あ
る
方
へ

の
説
明
会
の
開
催
な
ど
、
コ
ン

ビ
ニ
誘
致
に
向
け
て
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

２
若
者
向
け
店
舗 

誘
致
を

山
本
寛ひ

ろ

人と 

議
員

村
想
う

生
徒

一
人
で
も
…

普
代
中
学
校
（
佐
藤
嘉
宏
校
長
、
生
徒
65
人
）
の
３
年
生
28
人
が

10
月
８
日
、
議
会
議
場
で
中
学
生
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

普
代
小
６
年
生
20
人
や
村
議
会
議
員
、
教
育
委
員
ら
が
傍
聴
す
る
中
、

選
ば
れ
た
５
人
の
「
中
学
生
議
員
」
た
ち
は
「
一
般
質
問
」
に
登
壇
。

若
者
向
け
施
設
の
誘
致
や
駅
前
広
場
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
村
民
運
動
会
の

復
活
な
ど
を
提
言
し
、
柾
屋
伸
夫
村
長
、
三
船
雄
三
教
育
長
、
各
課
長
と

質
疑
応
答
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

28
人
の
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
村
議
会
を
傍
聴
し
、
村
の
課
題
を
調
べ
、

生
徒
同
士
で
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

村
を
想
う
生
徒
を
１
人
で
も
多
く
育
て
、
村
を
離
れ
て
も
ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
想
っ
て
い
て
ほ
し
い
…
。

願
わ
く
ば
将
来
、
村
に
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
…
。
そ
ん
な
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
中
学
生
議
会
。

小
さ
な
村
の
未
来
を
想
い
、
生
徒
た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
描
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

中学生議員
議長　太田　慎君
議員　太田綾音さん
　　　山本寛人君
　　　日向結衣さん
　　　道下瑞葵さん
　　　上向穣司君

特
集
―
地
球
村
ふ
だ
い
の
明
日
を
担
う
中
学
生
議
会

地球村ふだいの明日を担う 中学生議会

提言

提言
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日
向
議
員

問　

村
で
は
若
者
の
減
少
や
観

光
客
が
少
な
い
な
ど
の
課
題
が

見
ら
れ
ま
す
。
若
者
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
が
少
な
い
こ
と
や
普
代

の
Ｐ
Ｒ
力
の
弱
さ
に
原
因
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

世
代
に
合
っ
た
イ
ベ
ン
ト
、

観
光
客
を
引
き
付
け
る
方
法
を

考
案
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

柾
屋
村
長

答　

村
の
個
性
や
資
源
を
生
か

し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
、
村
内

外
、
県
外
な
ど
で
１
年
を
通
じ

積
極
的
な
開
催
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

子
ど
も
、
家
族
向
け
と
し
て

上
向
議
員

問　

復
興
道
路
が
開
通
す
る
こ

と
で
、街
中（
国
道
45
号
）を
通
る

人
が
少
な
く
な
り
、
普
代
村
の

活
気
が
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
よ
り
も
村
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

「
緑
の
村
子
ど
も
ま
つ
り
」
を
、

若
者
向
け
に
は
「
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
な
ど
を
開

催
を
し
て
い
ま
す
。
男
女
の
出

会
い
の
場
づ
く
り
で
は
自
然
体

験
型
・
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
の
方
法
に
つ
い
て
は
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多

様
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
の
Ｐ

Ｒ
、
情
報
発
信
に
よ
り
一
層
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

日
向
議
員

問　

活
性
化
に
は
若
者
や
観
光

客
の
増
加
が
必
要
不
可
欠
だ
と

思
い
ま
す
。
駅
前
広
場
を
活
用

し
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

や
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、
初
詣
の

バ
ス
を
運
行
さ
せ
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
見
解
を
伺

い
ま
す
。

佐
々
木
農
林
商
工
課
長

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
お
考
え
で
す
か
。

柾
屋
村
長

答　

普
代
道
路
は
災
害
時
の
物

資
輸
送
、
津
波
か
ら
の
迅
速
な

避
難
と
孤
立
の
回
避
、
救
急
医

療
の
向
上
、
交
通
事
故
の
減
少

や
水
産
物
輸
送
で
の
鮮
度
確
保
、

観
光
産
業
の
活
性
化
な
ど
に
効

果
が
出
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
街
中
の
交
通
量
は
、

普
代
道
路
の
開
通
前
に
１
日
４

３
０
０
台
あ
っ
た
の
に
比
べ
、

開
通
１
年
後
は
１
日
１
６
０
０

台
と
60
％
以
上
減
少
し
、
人
通

答　

駅
前
広
場
で
は
現
在
ふ
だ

い
ま
つ
り
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
元

気
市
で
活
用
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
村
民
の
ご
意
見
な
ど
を

聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

り
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

商
店
街
へ
の
影
響
が
今
後
も
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

村
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
は
普
代
浜
の
両
岸
地

域
で
休
憩
施
設
、
特
産
品
の
販

売
施
設
、
緑
地
・
イ
ベ
ン
ト
広

場
の
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
お
り
、
既
に
一
部
着
手
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
定
期
的
に
特
色
あ
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
、

工
夫
あ
る
個
性
豊
か
な
商
店
街

づ
く
り
も
関
係
団
体
と
協
働
で

進
め
つ
つ
、
三
陸
鉄
道
普
代
駅

周
辺
に
は
、
道
の
駅
な
ど
も
整

備
し
、
普
代
浜
か
ら
商
店
街
、

駅
前
、
普
代
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
エ
リ
ア
を
コ
ン
パ
ク
ト
な

観
光
、
商
業
、
交
流
ス
ポ
ッ
ト

　

普
代
駅
観
光
セ
ン
タ
ー
は
、

機
能
充
実
の
構
想
を
検
討
し
て

お
り
、
駅
前
の
活
性
化
、
村
民
、

観
光
客
、
交
流
の
場
で
賑
わ
い

の
創
出
と
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
考
え
て
い
ま
す
。

と
し
、
潮
風
ト
レ
イ
ル
な
ど
で

堀
内
の
ま
つ
い
そ
公
園
、
そ
し

て
南
側
の
太
田
名
部
漁
港
、
黒

崎
園
地
、
く
ろ
さ
き
荘
へ
と
つ

な
ぐ
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
ま
す
。

上
向
議
員

問　

北
海
道
の
利
尻
島
で
は
コ

ン
ブ
を
生
か
し
て
、
洗
顔
ク
リ

ー
ム
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
を
作

り
活
性
化
に
成
功
し
て
い
ま

す
。
村
で
も
特
産
品
の
コ
ン
ブ

を
使
っ
て
魅
力
的
な
商
品
を
開

発
す
る
こ
と
で
活
性
化
に
つ
な

が
り
、
雇
用
が
増
え
、
ふ
る
さ

と
納
税
も
増
加
し
、
村
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

道
の
駅
な
ど
を
作
り
、
コ
ン

ブ
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

道
下
議
員

問　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で

高
齢
者
が
元
気
に
明
る
く
過
ご

す
こ
と
で
、地
域
の
力
と
な
り
、

よ
り
村
が
活
性
化
し
て
い
く
と

思
い
ま
す
が
、
村
の
取
り
組
み

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

柾
屋
村
長

答　

村
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以

上
）
は
、平
成
７
年
に
18
・
３
％

で
し
た
が
、
現
在
は
36
・
４
％

と
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な

３
駅
前
広
場
で
イ
ベ
ン
ト
を

日ひ
む
か
い向
結
衣 

議
員

５
道
の
駅
構
想
は
あ
る
の
か

上
向
穣じ

ょ
う
じ司 

議
員

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
20
年
間
で

２
倍
に
な
り
、
高
齢
化
率
は
平

成
52
年
51
・
２
％
ま
で
上
昇
す

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
に

明
る
く
生
活
す
る
た
め
に
は
、

早
い
時
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
地

場
産
業
な
ど
で
の
体
力
や
、
家

族
事
情
に
見
合
っ
た
生
産
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
さ

ら
に
は
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

だ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
活
動
す
る
こ
と
も
心

と
体
の
健
康
づ
く
り
に
極
め
て

有
益
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の

機
会
の
充
実
に
も
努
め
な
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
、
福
祉
、
医
療
、

介
護
の
充
実
も
久
慈
広
域
連
合

な
ど
と
と
も
に
推
進
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

道
下
議
員

問　

高
齢
者
が
元
気
で
活
気
の

あ
る
村
に
す
る
た
め
に
「
村
民

運
動
会
」
を
復
活
さ
せ
、
世
代

を
超
え
た
交
流
の
場
と
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
者
が
い
ろ
い
ろ
な
人
と

ふ
れ
合
い
認
知
症
な
ど
の
低
下

に
も
成
功
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
そ
う
で
す
が
、
見
解
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

三
船
教
育
長

答　

村
民
の
世
代
間
交
流
の
場

の
確
保
は
非
常
に
大
事
な
こ
と

で
あ
り
、
交
流
が
認
知
症
や
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
予
防
に
も
効
果

が
あ
る
こ
と
私
も
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
小

中
一
貫
校
の
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
観
点
か
ら
、

小
・
中
合
同
運
動
会
の
実
現
、

そ
し
て
そ
こ
に
地
区
の
住
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
含
め
た
運
動

会
に
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う

か
を
含
め
、
村
長
部
局
、
学
校

と
も
協
議
し
検
討
を
進
め
段
階

的
に
取
り
組
ん
で
い
け
な
い
も

の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
下
地
域
創
生
室
長

答　

道
の
駅
整
備
は
、
観
光
セ

ン
タ
ー
な
ど
普
代
駅
周
辺
の
整

備
と
合
わ
せ
今
後
検
討
の
時
期

に
入
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
を
高
め
、
新
し

い
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
た

め
、
道
の
駅
や
観
光
物
産
施
設

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

佐
々
木
農
林
商
工
課
長

答　

コ
ン
ブ
を
活
用
し
た
新
し

い
特
産
品
と
し
て
昆
布
大
使
の

料
理
研
究
家
・
小
野
寺
惠
さ
ん
に

協
力
い
た
だ
き
漁
業
関
係
者
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
新
商
品
の

開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
普
代
ブ
ラ
ン
ド
と
な

る
よ
う
な
商
品
開
発
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
販
路
拡
大
、
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

４
村
民
運
動
会
の
復
活
を
�

道
下
瑞み

ず

葵き 

議
員

V　O　I　C　E 村想う生徒　一人でも…

提言

提言

提言鎌倉　蓮
れん

 君
普代小６年
　議会見学での話
しは難しい内容で
したが、山本寛人
さんの意見を聞い
て、なるほどなと

思いました。話しのペースが速すぎて
メモを取るのは難しかったけど、なん
とか考えることはできたと思います。
中学校３年生の話には、そこで学んだ
「根拠」が話されていたと思います。
自分も中学生になったら今回の様子を
手本に頑張りたいです。

川向柚
ゆず

歌
か

さん
普代小６年
　議会の様子は、
小学校とは全くち
がうもので、初め
てすごい本物の議
会を見ました。た

だ話すだけでなく、相手にも分かるよ
うに、伝えられるように中学生の皆さ
んは、話すことを考えてきたのかなあ
と思いました。難しい話し合いだった
けれど議会に参加できてうれしかった
です。

佐藤嘉宏 校長
普代中学校
　３年生28人は、
この中学生議会に
向け５つのグルー
プに分かれ普代村
のあるべき姿、そ

して課題は何かを何時間もかけて勉強
してきました。質問の中身は、つたな
い部分もあったかとは思いますが、自
分たちの住んでいる村について、真剣
に考える機会をいただいたということ
は、一生の中でもとても大切な時間
だったと思います。
　もしこの中学生議会がなければ当た
り前に生活をし、当たり前に学校に登
校し、そのまま村外の高校に進学し、
もしかすると古里をかえりみない人間
になってしまうかもしれません。
　中学３年生の今、村について真剣に
考える機会を持ったことはこの子たち
が成人してから普代村を担う役割を果
たしてくれることにつながると期待し
ています。
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気づき、知り、感じる。そして想いは未来へつながる。
村の課題に気づき、現実を知り、解決方法を真剣に考えてきた生徒たち。

自分たちなりの提案を議会という場で発表し、何かを感じ、またふるさとのことを知りました。

子どもたちの村を愛するその想いは、一人一人心の中で、

きっと、ずっと未来へつながります。

村想う生徒　一人でも…

ふ
る
さ
と
の
未
来
は
、

　

私
た
ち
一
人
一
人
の
手
に
。

初はあまり議会に興味がな

かったけれど、村についてさ

まざま調べ、村の人たちに提案した

いと思い少し議会に興味を持つこと

ができました。村では人口が減り続

けていて、深刻な問題になっている

けれど、将来自分が何か役に立てたらいいなあと、

学習全体を通して感じました。（佐々木美
み く

紅さん）

最
学生議会で僕は議長をしまし

たが、最後までミスなく進行

できてよかったです。発言している

みんなも、自信を持ってしゃべって

いる感じでした。将来、村に残るか

どうかは、今決められることではな

いですが、少し普代村にいてもいいのかなあと、思

える時間でした。（太田　慎
しん

君）

中

たちのグループはコンビニの

誘致を提案しました。議会の

中で、コンビニが立つようなこと

だったので、よかったと思いました。

これからは若い人が少なくなって人

口が減っていくと言っていました

が、僕は最終的には普代に戻ってきて来て、家の漁

師を継ぎたいと思っています。（太田吉
よしたけ

孟君）

僕
口減少など普代村の課題と向

き合い、どうすれば普代村が

良くなるか、自分なりに考えること

ができました。少子高齢化のことな

ど、将来もしっかり考え、普代村が

良くなることなど積極的に取り組ん

でいきたいと思いました。村民運動会が復活したら

参加したいです（中花優
ゆう

花
か

さん）

人

分たちが提案したことが実現

すればいいなあと思いまし

た。将来はトンネルや橋を造る仕事

をしたいので、普代から離れると思

います。でも、お盆やお正月には帰っ

てきて、普代がどう変わっていくか

見たいです。できればコンビニがあって、浜に活気

があったらいいなと思いました。（新田将
しょうき

輝君）

自
段何気なく普代村に住んでい

ましいたが、自分のふるさとで

ある普代村について、いろいろと考え

ることが将来にもつながると中学生

議会を通して思いました。今後、普代

村民として自分にできることは何か

考えていくことが大切だと、考えさせられる良い機

会となりました。（深渡千
ち か

佳さん）

普

学生議員の皆さんは、それ

ぞれの視点から誠に的を射

た普代村の課題を取り上げていた

だきました。村政に対して献身な

そして率直な考え方に関心しまし

た。

　中学生の皆さんは心身ともに発達、成長するとき、

このように行政に興味を持つということは非常に大

事なことです。ましてや18歳から選挙権を有する

ことになります。こういう経験をしたことは将来必

ず何かの役に立つはずです。

　議会としても「普代村に産まれてよかった」そう

いう村をつくっていかなければと、身に染みて感じ

ました。皆様のご意見を真摯に受け止めながら、村

議会としても頑張っていきたいと思います。

（普代村議会　中村　裕議長）

中

　

今
回
２
回
目
と
な
っ
た
中
学

生
議
会
の
き
っ
か
け
は
、
普
代

中
の
佐
藤
嘉
宏
校
長
が
、
昨
年

生
徒
を
対
象
に
行
っ
た
面
談
で

し
た
。

　
「
普
代
村
に
ず
っ
と
い
た
い

か
」
と
い
う
問
い
に
生
徒
の
半

数
以
上
が
「
村
外
に
出
る
」
と

い
う
回
答
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

佐
藤
校
長
は
「
将
来
村
を
発
展

さ
せ
た
い
と
思
う
よ
う
な
生
徒

を
一
人
で
も
多
く
し
な
け
れ
ば
」

と
結
果
を
重
く
受
け
止
め
、
村

を
考
え
る
機
会
と
し
て「
議
会
」

を
思
い
つ
き
、
議
会
、
村
、
教

育
委
員
会
の
協
力
で
、
昨
年
１

回
目
の
中
学
生
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
中
学
生
議
会
で
も
、

28
人
の
生
徒
が
村
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
、
彼
ら
な
り
の
意
見

を
大
人
に
向
け
て
発
信
し
た
こ

と
は
、
と
て
も
意
義
の
あ
る
こ

と
で
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り

「
村
を
何
と
か
し
た
い
」
と
い

う
一
生
懸
命
な
想
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
一
生
懸

命
な
想
い
か
ら
未
来
は
築
か
れ

て
い
く
、
そ
う
考
え
さ
せ
ら
れ

た
中
学
生
議
会
で
し
た
。

　

中
学
を
卒
業
す
る
と
ほ
と
ん

ど
の
生
徒
が
村
外
に
進
学
し
、

高
校
卒
業
後
は
、
村
外
や
県
外

に
就
職
・
進
学
し
ま
す
。
そ
ん

な
生
徒
た
ち
を
い
つ
の
日
か

「
お
か
え
り
」
と
迎
え
る
よ
う

な
村
づ
く
り
を
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

青
い
海
と
澄
ん
だ
空
、
緑
豊

か
な
大
地
。
自
然
が
も
た
ら
す

豊
か
な
恵
み
、
伝
統
あ
る
歴
史

文
化
。
先
人
た
ち
が
引
き
継
い

で
く
れ
た
ふ
る
さ
と
普
代
の
宝

物
で
す
。

　

人
口
減
少
と
い
う
大
き
な
う

ね
り
の
中
で
す
が
、
も
っ
と
も

っ
と
宝
物
を
掘
り
起
こ
し
、
村

を
よ
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
に
は
こ
ん
な
に
頼
も

し
い
若
い
味
方
が
い
る
の
で
す

か
ら
…
。

地球村ふだいの明日を担う 中学生議会

ＶＯＩＣＥ
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未来予想図   Fudai
Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ

　短大では保育の専門を勉強しています。４
月には普代に戻って働く予定です。はじめは
仙台に何年かいようかなと思っていました
が、ちょうど地元での仕事があったので挑戦
しました。
　普代はやっぱり自然が魅力です。都会にも
自然はありますが、作られた感じがします。
あと、普代は鵜鳥神楽もありますね。成人式
でのふだい荒磯太鼓もかっこよかったです。

　「ものづくり」はすぐにはなくならないだ
ろうと思い、地元に近い大学の工学部を専攻
しました。
　普代浜はきれいだし、白い砂はめずらしい
ので、園地をがっちりしたものを作れば、三
陸道から簡単に行けるので、観光スポットに
いいと思います。騒がしいところに慣れた人
だったら２、３日はゆっくりできるのが普代
のよい点だと思います。

　高校卒業後、千葉県で介護福祉士をしてい
ます。福利厚生の条件がよかったので就職し
ました。仕事はけっこうきついですが、頑張っ
ています。おじいちゃんやおばあちゃんと電
話で話したりすると、普代のことを思い出し
ます。今回帰省してやっぱり食べ物がおいし
いし、生ものの鮮度が違います。何より都会
にない人のあったかさを感じます。若い人が
住みたくなるような村づくりを期待します。

　田舎だと限られた人としか会話できないけ
ど、今の仕事は職場の人やお客様と接し、人
から刺激を受ける部分があります。
　普代の魅力は人が優しいこと。成人式でも
みんな「おめでとう」って言ってくれてうれ
しかったです。友達でも地元に帰りたいと
思っている人も多いです。人口減少が進んで
いるようですが、私は合併してほしくない。
普代は普代でいてほしいです。

普代浜　観光スポットに
正路　裕

ゆう

也
や

さん
（盛岡市在住・大学生）

普代は普代のままで
熊谷枝

え み か

美香さん
（東京都在住・接客業）

〜 20歳の声特集〜

そのままの自然がいい
太田佳

か お り

緒里さん
（宮城県在住・短大生）

人のあったかさ感じる
金子　一

かず

輝
き

さん
（千葉県在住・福祉施設勤務）

謹
ん
で
新
春
の

　
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

議
　
長
　
中
村
　
　
裕

副
議
長
　
熊
谷
　
有
耕

議
　
員
　
嵯
峨
　
典
行

　
　
　
　
中
上
　
一
登

　
　
　
　
正
路
　
正
敏

　
　
　
　
金
子
　
泰
男

　
　
　
　
坂
下
　
重
雄

　
　
　
　
大
上
　
浩
史

　
　
　
　
野
場
　
義
時

　
　
　
　
森
田
　
幸
一

　
本
年
も
「
ふ
だ
い
議
会
だ

よ
り
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
本
紙

に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


